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図2 XMCDの概念図(左)とスペクトルの例(右)
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図 12 Fe/Cu(10)薄膜に対する深さ分解XMCDの膜厚,温度依存性と磁気モデル
6,将来の展望
深さ分解 XMCD法の応用範囲は非常に広いが,さらにこの手法はそのまま通常のX線吸収分
光法(x-rayabsorptionfinestructure;XAFS)に適用できる｡XAFSは,元素選択的に局所構造(結合距離,
吸着サイ ト,配向)や電子状態を知ることが出来るので,これらの情報を深さ分解して得ることに
より,構造と物性を研究する上で非常に重要な役割を果たすと思われる｡
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